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新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
皆
様
に
は
、
ご
壮
健
で
輝
か
し
い
平
成
31

年
の
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
、
村
政
に
対
す
る

暖
か
い
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
り
心
か
ら
感
謝

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
平
成
19
年
8
月
の
村
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
村
民
の
皆
様
か
ら
信
任
を
う
け
、
以
来
第

7
代
島
牧
村
長
と
し
て
村
政
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
き
、
３
期
目
の
任
期
満
了
と
な
る
年
を
迎
え

ま
し
た
が
、
村
民
皆
様
の
ご
負
託
に
応
え
る
べ

く
、
決
意
を
新
た
に
、
村
政
運
営
に
全
力
で
邁

進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
我
が
国

に
お
い
て
は
、
2
月
に
は
北
陸
の
豪
雪
、
６
月

に
は
大
阪
北
部
地
震
、
７
月
に
は
西
日
本
豪
雨
、

そ
し
て
９
月
に
は
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
や
地
盤

液
状
化
、
そ
し
て
大
規
模
停
電
を
引
き
起
こ
し

た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
や
台
風
21
号
に
よ
る

災
害
が
相
次
つ
ぎ
、
昨
年
を
表
す
漢
字
は
「
災
」

で
あ
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞

い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
を
心
よ
り
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。
本
村
で

は
、
自
然
災
害
の
被
災
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ヒ
グ
マ
の
出
没
に
悩
ま
さ
れ
、
安
心
・
安

全
な
日
常
生
活
が
脅
か
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。海

外
で
は
、
米
朝
首
脳
会
談
・
南
北
首
脳
会
談

と
朝
鮮
半
島
の
融
和
が
、
国
際
平
和
実
現
へ
の

端
緒
と
な
る
の
で
は
と
の
期
待
の
反
面
、
米
中

に
お
け
る
貿
易
・
Ｉ
Ｔ
覇
権
争
い
等
と
世
界
中

が
危
惧
す
る
米
中
関
係
、
フ
ラ
ン
ス
の
暴
動
化

し
た
大
規
模
デ
モ
な
ど
国
際
社
会
に
お
い
て
も

様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
日
本
経
済
の
景
気
は
、「
い
ざ
な
ぎ
景

気
」
を
抜
き
、
戦
後
２
番
目
の
長
さ
と
な
り
景

気
の
拡
大
が
増
大
す
る
傾
向
に
あ
り
、
地
方
へ

の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
、
平
昌
五
輪
で
道
内
出

身
者
の
カ
ー
リ
ン
グ
女
子
チ
ー
ム
が
初
の
銅
メ

ダ
ル
を
受
賞
し
、
国
内
に
感
動
を
与
え
、
交
わ

し
た
言
葉
「
そ
だ
ね
〜
」
が
流
行
語
大
賞
に
決

定
す
る
な
ど
北
海
道
の
名
を
高
め
て
も
く
れ
ま

し
た
。

昨
年
、
私
は
村
民
皆
様
が
、
安
全
・
安
心
に
、

心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
、
村
づ
く
り
を
目

指
し
各
種
事
業
を
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
高
齢
者
福
祉
の
拡
充
を
目
指
し
「
小
規

模
多
機
能
型
介
護
施
設
」
の
整
備
に
着
手
し
、

本
年
６
月
に
開
設
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。
生

活
環
境
整
備
と
し
て
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整

備
に
始
ま
り
、
水
道
水
の
安
定
供
給
や
総
合
福

祉
医
療
セ
ン
タ
ー
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
設
置

し
安
全
対
策
の
強
化
を
図
る
な
ど
積
極
的
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
安
全
安

心
の
た
め
、
保
育
所
に
災
害
救
命
艇
を
設
置
し
、

避
難
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。
産
業
の
振

興
・
活
性
化
を
目
指
し
、
小
規
模
事
業
者
の
育

成
の
た
め
地
域
産
業
活
性
化
支
援
制
度
を
創
設

す
る
な
ど
諸
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
４
シ
ー
ズ
ン
目
を
迎
え
る
狩
場
山
Ｃ
Ａ
Ｔ

（
キ
ャ
ッ
ト
）
ス
キ
ー
事
業
の
ツ
ア
ー
客
も
増
加

傾
向
に
あ
り
、
地
域
経
済
効
果
に
期
待
が
持
て

る
事
業
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
本
村
の
自
然

環
境
を
活
用
し
た
事
業
の
推
進
に
努
め
観
光
振

興
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
村
民
皆
様
が
、
こ
れ
か
ら
も

安
全
・
安
心
に
、
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
、

持
続
性
あ
る
島
牧
村
で
あ
る
よ
う
本
年
も
、
職

員
と
一
丸
と
な
っ
て
村
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
・
ご

協
力
・
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て

幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　　2019 年　明 け ま し て　　　   お め で と う ご ざ い ま す

島牧村長

藤澤　克
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
31
年

の
新
春
を
、
御
壮
健
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素

は
議
会
活
動
に
対
し
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」

に
よ
り
、
西
日
本
各
地
で
記
録
的
な
豪
雨
が
続

き
、
河
川
の
氾
濫
・
土
砂
崩
れ
な
ど
に
よ
る
被
害

が
あ
り
、
北
海
道
で
は
冷
夏
に
よ
る
農
業
被
害
が

あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
、
本
州
で
は
猛
暑
が
続
き
、

観
測
史
上
最
高
気
温
を
記
録
し
、
６
月
に
は
大
阪

府
北
部
地
震
、
９
月
に
は
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

と
地
震
後
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
異
常
気
象
や
自

然
災
害
、
ま
た
人
為
災
害
な
ど
、
非
常
に
災
害
が

多
い
一
年
と
な
り
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
が
多

数
お
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
村
で
は
、
幸
い
に
も
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

に
よ
る
人
的
被
害
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

地
震
後
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
よ
り
、
28
時
間
に

及
ぶ
停
電
と
な
り
、
不
便
な
生
活
が
強
い
ら
れ
、

電
力
の
大
切
さ
を
痛
感
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
７
月
か
ら
ヒ
グ
マ
の
出
没
が
相
次
ぎ
、

民
家
や
小
屋
、
漁
船
や
墓
地
な
ど
が
荒
ら
さ
れ
る

被
害
が
あ
り
、
住
民
の
方
々
は
夜
も
不
安
で
眠
れ

な
い
日
々
が
続
き
、
村
民
の
安
心
安
全
な
生
活
が

脅
か
さ
れ
る
事
態
と
な
り
、
観
光
客
も
激
減
し
、

商
業
・
観
光
業
へ
の
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な

り
ま
し
た
。

箱
罠
で
の
ヒ
グ
マ
捕
獲
に
よ
り
、
一
応
の
収
束

に
向
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
雪
解
け
と
共

に
ヒ
グ
マ
出
没
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
昨
年
の
よ
う
な
被

害
を
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
べ
く
努
力
を
し
、
村
民
皆
様
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
、
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
を
尚
一
層
、

力
強
く
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
考
え
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
に
つ
い
て
は
、

ホ
ッ
ケ
漁
が
前
年
よ
り
好
調
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
全
体
的
な
漁
獲
量
は
減
少
し
て
お
り
、
本
年

か
ら
の
漁
獲
量
回
復
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
横
断
自
動
車
道
の
整
備
が
進
む

中
、
12
月
８
日
に
は
小
樽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
余
市
Ｉ
Ｃ

間
が
開
通
し
、
後
志
の
産
業
・
経
済
・
観
光
の
更

な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
は
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
施
設
の
建
設
が
進
ん
で
お
り
、
完
成
が
待
た
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
は
、
今
上
天
皇
が
生
前
退
位
さ
れ
、
平
成

最
後
の
年
と
な
り
、
５
月
に
は
新
天
皇
が
即
位
さ

れ
、
元
号
が
変
わ
り
、
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
ま

す
。新

し
い
時
代
を
迎
え
る
今
、
新
た
な
発
想
を

も
っ
て
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
加
速
す
る

島
牧
村
の
持
続
的
発
展
、
高
齢
者
に
や
さ
し
く
、

子
育
て
世
帯
が
未
来
に
希
望
を
持
ち
、
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
、
議

員
一
同
一
丸
と
な
り
、
様
々
な
場
面
で
村
民
皆
様

の
ご
意
見
、
ご
提
言
を
伺
い
な
が
ら
、
皆
様
が
心

か
ら
誇
れ
る
、
ふ
る
さ
と
島
牧
を
実
感
で
き
る
村

づ
く
り
実
現
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
今
後
と
も
議
会
・
議
員
活
動
に
深
い
ご
理
解
、

ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
こ
の
一
年
、
ご

健
康
で
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　　2019 年　明 け ま し て　　　   お め で と う ご ざ い ま す
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　　　ゆく年　 くる年   

              　　島牧村

12　月 11　月 10　月 9　月 8　月 7　月 6　月 5　月 4　月 3　月 2　月 1　月

1
日　

２
０
１
９
あ
め
ま
す

　
　
　
　
　

ダ
ー
ビ
ー
ス
タ
ー
ト

　
　
　

３
日　

敬
老
会

1
日　

功
労
者
表
彰
式

10
日　

ふ
る
さ
と
演
芸
会

3
日　

育
連
協
標
語

　
　
　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

12
日　

津
波
救
助
艇
見
学
会

13
日　

小
学
校
学
芸
会

20
日　

保
育
所
発
表
会

27
・
28
日　

文
化
祭

1
日　

村
民
大
運
動
会

26
日　

小
学
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会

30
日　

中
学
校
学
校
祭

～
26
日　

地
区
神
社
祭
典

29
日　

小
学
校
移
動
理
科
教
室

6
日　

戦
没
者
追
悼
式

7
日　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

8
日　

消
防
団
演
習

21
日　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
夏
祭
り

9
日　

小
学
校
運
動
会

15
日　

森
・
川
・
海
つ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
樹
祭

16
日　

保
育
所
運
動
会

4
日　

軽
ト
ラ
市

18
日　

交
通
事
故
死
「
ゼ
ロ
」

　
　
　

５
０
０
０
日
達
成　

表
彰

26
日　

中
学
校
体
育
大
会

6
日　

春
の
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　

パ
レ
ー
ド

21
日　

全
村
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
運
動

8
日　

ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式

12
日　

島
牧
村
駐
在
所
改
修
式

18
日　

２
０
１
８
あ
め
ま
す

　
　
　
　
　
　

ダ
ー
ビ
ー
表
彰
式

2
日　

保
育
所
豆
ま
き

20
日　

小
学
校
一
日
体
験
入
学

5
日　

消
防
団
出
初
式

7
日　

成
人
式
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　　　ゆく年　 くる年   

              　　島牧村

12　月 11　月 10　月 9　月 8　月 7　月 6　月 5　月 4　月 3　月 2　月 1　月

1
日　

２
０
１
９
あ
め
ま
す

　
　
　
　
　

ダ
ー
ビ
ー
ス
タ
ー
ト

　
　
　
３
日　

敬
老
会

1
日　

功
労
者
表
彰
式

10
日　

ふ
る
さ
と
演
芸
会

3
日　

育
連
協
標
語

　
　
　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

12
日　

津
波
救
助
艇
見
学
会

13
日　

小
学
校
学
芸
会

20
日　

保
育
所
発
表
会

27
・
28
日　

文
化
祭

1
日　

村
民
大
運
動
会

26
日　

小
学
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会

30
日　

中
学
校
学
校
祭

～
26
日　

地
区
神
社
祭
典

29
日　

小
学
校
移
動
理
科
教
室

6
日　

戦
没
者
追
悼
式

7
日　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

8
日　

消
防
団
演
習

21
日　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
夏
祭
り

9
日　

小
学
校
運
動
会

15
日　

森
・
川
・
海
つ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
樹
祭

16
日　

保
育
所
運
動
会

4
日　

軽
ト
ラ
市

18
日　

交
通
事
故
死
「
ゼ
ロ
」

　
　
　

５
０
０
０
日
達
成　

表
彰

26
日　

中
学
校
体
育
大
会

6
日　

春
の
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　

パ
レ
ー
ド

21
日　

全
村
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
運
動

8
日　

ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式

12
日　

島
牧
村
駐
在
所
改
修
式

18
日　

２
０
１
８
あ
め
ま
す

　
　
　
　
　
　

ダ
ー
ビ
ー
表
彰
式

2
日　

保
育
所
豆
ま
き

20
日　

小
学
校
一
日
体
験
入
学

5
日　

消
防
団
出
初
式

7
日　

成
人
式

 2018 年を
　　　　　　　　振り返る
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日時 ： 　1 月 13 日　午後　１　時
場所　 ： ふれあい交流センター 「おあしす」

　成人式を迎えられる対象者は、平成１０年４月２日から平成１１年４月

１日までの間に生まれた方々です。（敬称略）

成人式のご案内

【冨浦地区】　　　伊藤　巨人

【歌島地区】　　　伊藤　妃菜

【本目地区】　　　石崎　真生
　　　　　　　　平野　楓
　　　　　　　　
【栄磯地区】　　　松永　愛也

【永豊地区】　　　成田　幸也　　　

【江ノ島地区】　　中山　涼未
　　　　　　　　
【千走地区】　　　下山　武志

【元町地区】　　　住吉　優毅
　　　　　　　　
【原歌地区】　　　小川　翔大
　　　　　　　　吉田　光希

調理師就業届出の実施について

○調理師法では、調理業務に従事している調理師の方は、２年ごと、１２月３１日現在の調理
従事場所等を届け出なければならないと定められており、今年は届出の必要な年となっていま
す。
○届出が必要な調理師の方とは、次の施設、店舗で調理の業務に従事している調理師の方です。
・寄宿舎、学校、病院、事業所、社会福祉施設、介護老人保健施設、矯正施設、その他多人数
   に飲食物を調理して供与している施設
・飲食店営業、魚介類販売業、そうざい製造業
○届出は、あなたが働いている地域を担当区域としている北海道全調理師会小樽支部（小樽市
花園３丁目９番１号・華舟内　℡０１３４－２３－２２３７）に平成３１年１月１５日（火）
までに提出してください。
○届出用紙は、一般社団法人北海道全調理師会・小樽支部、倶知安保健所、余市地域保健支所（同
保健所余市支所）に備えてあります。

【お問い合わせ】
北海道全調理師会　℡０１１－５１１－１３２６
北海道保険福祉部健康安全局地域保健課　℡０１１－２３１－４１１１　内線２５－５１６

働いている調理師の皆様へ！
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　１２月３日、開催を見合わせていた「敬老会」が開催されました。住民の長寿と健康を祝う敬

老会は今年で 35 回目を迎え、参加対象者は村の 70 歳以上の方 486 名、そのうち 55 名の方が出

席をしました。

　開始前から会場内はとても和やかな雰囲気に包まれ、みなさんとても元気な様子でした。乾杯

の音頭がとられた後、お酒や料理を味わいながら、園児による遊戯、カラオケ愛好会、中村時子

さん寺島絵里佳さん歌謡ショーといった余興を楽しみました。会場では笑い声の上がる場面も見

られ、参加した方々はとても満足したことでしょう。

　その後は、全員で千昌夫さんの『北国の春』を合唱し、最後は元気に万歳三唱で 35 回目の敬

老会が締めくくられました。

島牧村敬老会

　また、敬老会では１７名の方に記念品が贈呈され

ました。

内訳は以下の通りとなります。

  ○記念品（座布団もしくは島牧村商品券）

  ○対象者：数え年７５歳の方

     （昭和 19年 1月 1日～昭和 19年 12月 31日生）

　　  男性：７名　　　女性：１０名

１２月３日（月）
ふれあい交流センター「おあしす」
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▽
相
談
日
程

1
月
８
日
、
16
日
、
23
日
、
30
日

２
月
6
日
、
13
日

　
　

毎
週
水
曜
日
、
相
談
無
料

　
　※

１
月
８
日
の
み
火
曜
日

▽
事
前
予
約
制

▽
予
約
受
付
時
間　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▽
住
所　

岩
内
町
高
台
84
‐
3　

　
　
　
　
　
（
佐
藤
精
肉
店
と
な
り
）

℡
0
1
3
5
‐
62
‐
8
3
7
3

Fax 

0
1
3
5
‐
62
‐
8
3
8
3

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る

と
、
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
く

な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
す
る
凍
結
事

故
が
増
加
し
ま
す
。

　

気
象
状
況
に
注
意
し
、
外
出
の
時
や

寝
る
前
に
は
水
道
の
水
抜
き
を
忘
れ
ず

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
水
抜
き
の
仕
方

１
︑
蛇
口
を
開
い
て
水
を
出
し
︑
元
栓

を
閉
め
ま
す
︒

２
︑
蛇
口
は
朝
ま
で
開
い
た
ま
ま
の
状

態
に
し
ま
す
︒

（
水
道
管
が
凍
っ
て
出
な
い
時
は
、
自

然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、
蛇
口
や
水

道
管
に
タ
オ
ル
な
ど
を
被
せ
て
、
ゆ
っ

く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
場
合
は
、

蛇
口
の
閉
め
忘
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

い
く
ら
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
も
水
が

出
な
い
場
合
は
、
蛇
口
を
無
理
に
回
し

た
り
せ
ず
、
水
道
業
者
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　

急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
蛇
口
や
水

道
管
を
い
た
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
ヤ
ケ
ド
な
ど
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。）　

【
実
施
期
間
】

平
成
31
年
3
月
1
日
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
31
年
5
月
15
日

【
取
得
対
象
者
】

・
遊
漁
船
業
者
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

所
有
者
及
び
漁
業
者
で
期
間
中
、
船
舶

を
使
用
し
て
行
う
釣
魚
法
に
よ
り
「
さ

く
ら
ま
す
」
を
採
捕
さ
れ
る
方
。

・
釣
り
人
の
方
は
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
船

に
乗
船

【
採
捕
制
限
】

日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
、
1
人
1
日
10

尾
以
内
（
漁
業
者
除
く
）

【
申
請
期
間
】

原
則
と
し
て
平
成
31
年
2
月
8
日

【
お
問
合
わ
せ
】

後
志
管
内
さ
く
ら
ま
す
船
釣
り
ラ
イ
セ

ン
ス
制
実
行
協
議
会
事
務
局
（
小
樽
市

漁
業
協
同
組
合
内
）

℡    

0
1
3
4
‐
22
‐
5
1
3
3

Fax　

0
1
3
4
‐
22
‐
5
1
7
3

関
係
資
料
及
び
書
類
に
つ
い
て
は
、
後

志
総
合
振
興
局
水
産
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
適
宜
ご

利
用
下
さ
い
。

　　　

近
年
は
日
本
各
地
で
大
雨
や
台
風
、

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
自
然
災
害
は
、
私
た
ち
人
間
の

力
で
は
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
災
害
に
よ
る
被
害
は
、
日
ご
ろ

の
備
え
に
よ
っ
て
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

村
で
は
一
昨
年
、
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
を
全
戸
配
布
し
ま
し
た
が
、
し
ま
っ

た
ま
ま
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
防
災
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
防
災
に
関
す
る
情

報
や
避
難
場
所
等
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
今
一
度
確
認
し
、
い
ざ
と
い
う

時
の
た
め
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

役
場
総
務
課
防
災
対
策
室

℡
０
１
３
６
‐
７
５
‐
６
２
６
５

村からの
お知らせ

　　広報活動についてのご意見は

企画情報係までお寄せください。

（電話　75-6212）

防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う

し
り
べ
し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

開
設
の
お
知
ら
せ

水
道
凍
結
に
ご
注
意

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

s
h
i
r
i
b
e
s
h
i
.

h
o
k
k
a
i
d
o.
l
g.
j
p
/
s
s
/

s
i
s
/
i
n
d
e
x.
h
t
m

後
志
管
内
に
お
け
る
さ
く
ら
ま
す
の

船
釣
り
は
ラ
イ
セ
ン
ス
制
で
す
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年金の窓口 新成人の皆さんへ　20歳になったら国民年金

介
護
保
険
料
の
納
入
期
限
は
、【

第
7
期
】
平
成
31
年
1
月
25
日
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

○「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
★「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険
料の納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門
学校、専修学校及び各種学校（修業年限 1年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校
に在学する方です。

★「納付猶予制度」
　学生でない 50 歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保
険料の納付が猶予される制度です。
　※平成 28 年 6月以前の期間は、30 歳未満であった期間が対象となります。

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障がいが残ったとき、家族の働き手が亡くなっ
たときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は 20歳以上 60歳未満の方は加入することが義務付けられています。
　20 歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

○国民年金のポイント
★将来の大きな支えになります！
　国民年金は２０歳から６０歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障さ
れます。

★老後のためだけのものではありません！
　国民年金は、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。
　障害年金は、病気や事故で障がいが残ったときに受け取れます。
また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族
（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

　保険料を未納のまま放置すると、年金の給付を受け取ることができない場合があります。
また、保険料には学生納付特例制度、納付猶予制度の他、免除制度があります。国民年金の
ご相談・手続き等については、小樽年金事務所（0134-65-5002）または役場住民課住民係
（0136-75-6213）までお問い合わせください。

募集種目 受験資格 受付期間 試験日

自衛官候補生
（第 7回目）

採用予定月の１日
現在、１８歳以上
33 歳未満の者

男子
年間を通じて
行っております ２月２３日・２４日

女子

自
衛
官
募
集
案
内

【お問い合せ】   
倶知安地域事務所　倶知安町南 3条東 1丁目
      ℡　0136 ‐ 23 ‐ 3540
自衛官募集相談員　後藤　諭
      ℡　0136 ‐ 76 ‐ 7504

   
島牧村役場総務課総務係
      ℡　0136 ‐ 75 ‐ 6211



12
月

 12月16日～12月31日

    20 日   むらづくり・人づくり講演会
    21 日   中学校終業式
    25 日   小学校終業式

運

転

免

許

更新時講習
　寿都町文化センター

一般・違反講習
  1月15日（火）
　一　般　者　13：00～14：00
　違　反　者　14：45～16：45

優良・初回講習
　1月18日（金）
　優　良　者　13：00～13：30
　初回更新者　14：15～16：15

高齢者講習
（70歳以上・事前予約制）

八雲自動車学校　
0137－63－2111　
　　　　※ご予約はお早めに

交通安全はみんなの願い

死亡交通事故

０の日
平成 30年

12月 15日現在 5236 日達成

　
　
　
　

●
発
行
／
島
牧
村　

●
編
集
／
企
画
課
企
画
情
報
係　
　
　

（
℡
０
１
３
６-

７
５-

６
２
１
２ 

内
線
22
）　
　
　
　

　

〒
０
４
８-

０
６
２
１ 

北
海
道
島
牧
郡
島
牧
村
字
泊
83
番
地　

        

●
印
刷
／
株
式
会
社 

総
北
海　

　　　　

広
報
し
ま
ま
き    

2 

月
号

　　　　

広
報
し
ま
ま
き　

1　
月
号

脱穀体験ふるさとスケッチ

小学５年生が脱穀作業を体験しました。12/14

　　

（12 月 1日～ 12 月 15 日掲載申出分・敬称略）

■おくやみ……………………………………………
　　30.12.  7  三春　チエ子 (92 歳） …………冨浦
　　　　30.12.14  村山　裕子 （87 歳） ……… 　歌島
　　　　30.12.14  坪　　　俊逸 (91 歳） ………… 　歌島

編　

集　

後　

記

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

大
晦
日
は
年
越
し
そ
ば
を
食
べ
ま
し
た
か
？
お
節
料
理
も

あ
っ
た
り
と
食
べ
る
こ
と
に
忙
し
く
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

か
？
私
は
正
月
に
毎
年
太
り
ま
す
…
。
▼
と
こ
ろ
で
、
年

越
し
そ
ば
の
由
来
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
そ
ば
の“

細
く

長
く”

と
い
う
形
に
あ
や
か
り
、
長
寿
を
願
う
な
ど
の
縁

起
を
か
つ
い
で
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。▼“

細

く
長
く”

と
い
え
ば
、
最
近
ミ
ノ
ム
シ
の
糸
が
新
繊
維
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
研
究
に
よ
れ
ば
、
ミ

ノ
ム
シ
の
糸
は
ク
モ
の
糸
に
比
べ
、
丈
夫
さ
・
強
度
が
約

２
倍
優
れ
て
お
り
、
細
さ
も
ナ
イ
ロ
ン
糸
の
５
分
の
１
程

度
だ
そ
う
で
す
。
自
動
車
な
ど
の
素
材
に
使
わ
れ
る
Ｆ
Ｒ

Ｐ
に
組
み
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
従
来
の
数
倍
の
強
度
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
▼
何
を
す
る
に
も
健
康
で
な
け
れ
ば
楽
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
健
康
が
ミ
ノ
ム
シ
の
糸
の
よ

う
に“

長
く
丈
夫
で”

あ
り
ま
す
よ
う
に
！
（
Ｍ
）

し ま ま き

保育所　餅つき　　
元気な掛け声とともに餅つきが行われました。 12/5

わが家の
お姫様

人見知りで甘えんぼうの花枝美。
お兄ちゃんとはよくけんかして泣かされるけど、
お兄ちゃんが大好き。同じことをしたくて、
プールやバドミントンにもついて行って、まねご
とします。周りの人にも笑顔をわけてあげられる、
健康な子に育ってほしいです。

　小倉　花
かえみ

枝美ちゃん

（平成28年3月19日生） 字栄磯／小倉司・
照子さんのお子さん


